
あ
と
が
き

特
集
は
二
月
に
行
っ
た
座
談
会
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
栄
養
教
諭
の

方
々
に
「
小
学
校
の
食
育
」
に
つ
い
て
の
取
組
を
出
し
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
語
ら
れ
た
活
動
は
、
多
く
の
人
と
の
連
携
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
食
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
健
康
な
人
生
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
社
会

の
た
め
、
ひ
い
て
は
地
球
全
体
を
考
え
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。

特
別
企
画
で
は
、
地
域
の
力
を
引
き
出
し
、
盛
り
立
て
て
い
る
「
ク

ラ
ブ
ぽ
っ
と
」
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
広
く

世
代
を
超
え
て
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
あ
る
町
は
幸
運
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
紹
介
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
令
和
五
年
度
に
県
の
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
中
の
二
校
で
す
。
い
ず
れ
も
一
五
〇
周
年
を
迎
え
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

楽
し
い
学
習
室
、
学
級
担
任
の
日
誌
で
は
、
日
々
の
実
践
の
中
で
の

工
夫
が
見
ら
れ
、
授
業
が
教
師
の
手
作
り
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

ま
た
作
文
や
図
工
作
品
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
子
供
た
ち
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
中
村
）

家
庭
と
学
校
を

結
ぶ
教
育
誌

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ

発

行
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２年 １年

「
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
」

小
野

ち
は
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

伊
藤

羽
音

「マモノの世かい」
村本 稀衣

「ぞうがおおさまになった」
中村 芹梨

「にわとりとひよこの家」
中田 円

「うちゅうひこうき」
莇 蓮太朗

川北町立中島小学校児童作品
学年は令和５年度

（
季
刊
）

１年間 3,000 円（送料込み） ６冊発行

石川県文教会館内
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３年

「三角だけを使ったアート」
松木 颯志

「にぎやかな川北町へ」
植田 紗奈

「クラッカー」
津田 いろは

４年

「ラクダとオアシス」
亀田 橙生

「星空山」
宮本 咲月

「こんぺい島山」
田端 朱音



５年

「木に見えたもの」
西田 隼汰

「赤青ヘビ戦争」
木下 結心

「海の生き物」
宮部 桃花

６年

「
私
の
頭
の
中
」

西
田

葵

「豪華なチーズケーキ」
池田 せな

「私のお気に入りの場所」
宮本 風花


